
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
代

表
者
会
議
が
、
６
月
25
日

（
土
）
の
午
後
１
時
か
ら
開

催
さ
れ
た
。
会
議
に
は
、
今

年
度
の
役
員
や
各
サ
ー
ク
ル
、

同
窓
会
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局

の
代
表
者
な
ど
が
集
ま
り
、

10
月
８
日
（
土
）
と
９
日

（
日
）
の
両
日
に
開
催
が
決

定
し
て
い
る
第
10
回
埼
玉
フ
ェ

ス
タ
に
つ
い
て
、
様
々
な
協

議
が
行
わ
れ
た
。

各
種
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
す

る
詳
細
な
内
容
は
ま
だ
未
定

だ
が
、
毎
年
恒
例
の
俳
句
・

川
柳
の
投
句
に
関
し
て
は
、

募
集
期
間
を
９
月
１
日
か
ら

30
日
ま
で
の
１
か
月
と
し
た
。

詳
し
い
募
集
内
容
と
し
て
、

左
に
募
集
要
項
を
ま
と
め
て

掲
載
し
た
。
ま
た
従
来
、
フ
ェ

ス
タ
賛
助
券
購
入
者
の
み
が

投
句
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ

た
が
、
昨
年
か
ら
は
、
賛
助

券
購
入
を
条
件
に
は
し
て
い

な
い
。

一
方
、
投
句
の
受
付
に
つ

い
て
は
、
学
習
セ
ン
タ
ー
９

階
ロ
ビ
ー
に
投
句
箱
を
設
け

る
ほ
か
、
今
年
か
ら
は
郵
送

に
よ
る
応
募
だ
け
で
は
な
く
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
に
よ
る

電
子
メ
ー
ル
で
の
投
句
も
可

能
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
一
層
多
数
の
投
句
が

見
込
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

個
人
作
品
展
示
や
サ
ー
ク

ル
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
、
懇
親

会
パ
ー
テ
ィ
、
バ
ザ
ー
な
ど

に
つ
い
て
の
詳
細
な
日
程
は
、

次
回
以
降
の
役
員
会
に
委
ね

ら
れ
た
。

恒
例
の
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
の

特
別
公
開
講
演
会
は
、
８
日

の
土
曜
日
に
行
わ
れ
る
。
講

演
者
は
來
生
新
（
き
す
ぎ
し

ん
）
放
送
大
学
副
学
長
と
な
っ

て
い
る
。
題
目
は
「
海
は
広

い
な
大
き
い
な
―
海
洋
国
家

日
本
の
海
の
管
理
―
」
と
決

ま
っ
た
。

ま
た
、
昨
年
の
フ
ェ
ス
タ

で
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
参
加
者
か
ら
非

常
に
喜
ば
れ
、
大
き
な
反
響

を
得
た
９
日
の
日
曜
日
・
懇

親
会
パ
ー
テ
ィ
の
会
場
で
行

わ
れ
た
ジ
ャ
ズ
・
ラ
イ
ヴ
が

今
年
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

（
冬
木
）

在
学
生
、
同
窓
生
、
サ
ー

ク
ル
団
体
、
教
職
員
へ
熊
本

地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々

へ
の
義
援
金
を
募
り
ま
し
た

と
こ
ろ
、
83
名
の
方
々
か
ら

合
計
２
３
１
、
５
０
０
円
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
義
援
金
に
つ
い
て
は
、

熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
宛

に
名
簿
を
添
え
て
送
金
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

７
月
22
日
（
金
）
～
７
月

31
日
（
日
）
ま
で
、
単
位
認

定
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
試

験
時
間
を
確
認
し
、
時
間
に

遅
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
下

さ
い
。

な
お
、
７
月
29
日
（
金
）
、

８
月
２
日
（
火
）
、
３
日

（
水
）
は
臨
時
閉
所
と
な
り

ま
す
。
ご
注
意
願
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
第
２
学
期
の

授
業
科
目
登
録
は
次
の
通
り

で
す
。

郵
送
で
の
登
録
＝
平
成
28
年

８
月
15
日
（
月
）
～
８
月
30

日
（
火
）
＝
大
学
本
部
必
着

シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
で
の

登
録
＝
８
月
15
日
（
月
）
～

８
月
31
日
（
水
）
24
時
ま
で

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
次
の
通

り
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
平
成
28
年
８
月
６
日

（
土
）
14
時
～

内
容
＝
大
学
の
概
要
説
明
、

履
修
案
内
、
卒
業
生
の

体
験
談
、
施
設
見
学
、

個
別
相
談
な
ど

平
成
28
年
度
第
２
学
期
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
願
は
第
１
回
が
８
月
31
日

（
水
）
、
第
２
回
が
９
月
20

日
（
火
）
ま
で
で
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
放
送
大

学
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

が
お
り
ま
し
た
ら
、
是
非
、

ご
紹
介
下
さ
い
。
紹
介
さ
れ

た
方
が
入
学
し
た
場
合
、
薄

謝
を
進
呈
し
ま
す
。

平
成
28
年
の
学
生
研
修
旅

行
は
、
左
記
の
要
領
で
行
い

ま
す
。

日

程
＝
10
月
13
日
（
木
）

研
修
先
＝
箱
根
方
面
、
彫
刻

の
森
美
術
館
他

＊
申
込
み
方
法
等
詳
細
は
、

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

掲
示
等
に
よ
り
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
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放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会

学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

第
10
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ

８
日
の
公
開
講
演
会
は
來
生
副
学
長

今
年
も
ジ
ャ
ズ･

ラ
イ
ヴ
を
開
催

投
句
は
9
月
1
日
か
ら
募
集
開
始

「
人
生
80
点
主
義
」

笹
原
誠
二

長
い
人
生
の
中

で
、
大
学
入
試
の

際
や
会
社
に
入
っ

た
後
も
、
常
に
完

璧
な
結
果
を
求
め
ら
れ
た
。

実
際
、
自
分
で
も
他
人
よ
り

少
し
で
も
よ
い
成
績
や
よ
い

結
果
を
残
せ
る
よ
う
創
意
・

工
夫
し
た
り
、
さ
ら
に
効
率

的
な
方
法
を
考
え
な
が
ら
、

計
画
さ
れ
た
日
程
よ
り
速
め

に
か
つ
完
璧
な
結
果
を
だ
す

こ
と
を
目
標
と
し
て
や
っ
て

き
た
。
し
か
し
定
年
退
職
後

は
、
こ
ん
な
競
争
社
会
で
の

落
ち
度
な
き
完
璧
な
生
活
よ

り
、
少
し
余
裕
の
あ
る
毎
日

の
生
活
を
考
え
る
よ
う
に
な

り
、
自
己
採
点
で
80
点
ぐ
ら

い
で
上
々
で
は
な
い
か
と
思

え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

人
生
は
、
試
験
問
題
の
よ

う
に
、
常
に
全
問
正
解
を
め

ざ
す
な
ん
て
こ
と
は
で
き
っ

こ
な
い
し
、
第
一
そ
ん
な
生

活
を
し
て
い
た
ら
楽
し
く
な

い
。
試
験
で
も
平
均
点
90
点

を
越
す
成
績
を
100
点
に
す
る

た
め
に
は
多
大
の
努
力
を
要

す
る
。
そ
れ
よ
り
、
80
点
の

成
績
を
90
点
台
に
す
る
こ
と

は
意
外
と
困
難
で
は
な
く
、

時
に
は
100
点
に
す
る
こ
と
も
、

工
夫
や
努
力
に
よ
っ
て
可
能

な
こ
と
が
あ
る
。

完
璧
さ
を
め
ざ
し
て
、
常

に
張
り
詰
め
た
生
活
で
は
、

ギ
ス
ギ
ス
し
て
余
裕
も
感
じ

ら
れ
ず
、
緊
張
感
の
連
続
で

楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
も
、

心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
暇
も

な
い
。
80
点
主
義
の
も
う
ひ

と
つ
の
利
点
と
し
て
、
周
り

の
人
に
も
親
近
感
を
与
え
る

こ
と
に
も
な
る
。
完
璧
さ
を

め
ざ
し
て
い
る
人
に
は
恐
れ

多
く
て
、
な
か
な
か
近
づ
き

難
い
が
、
80
点
ぐ
ら
い
を
常

に
考
え
て
い
る
人
な
ら
ば
、

そ
の
分
だ
け
周
り
の
こ
と
に

も
余
裕
と
安
心
感
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

学生手帳

土曜日の午後。『手のひらを太陽に』の
参加者の歌声とともに、サロンたかの～こ
ころのオアシス～は始まります。

このサロンは、高野みどり教員の“学生
の皆さんが、試験とか疲れたときに勉強と
関係のないところでリラックスできて癒せ
るもの～こころのオアシス～を”という思
いのもと、開催されています。今年の5月
に行われたサロンで7回目になりますので、
顔なじみの方も増え、また、初めて参加さ
れた方も和気あいあいとした雰囲気にすぐ
に打ち解けられて楽しく受講されています。
授業とはひと味違った雰囲気のなか、学生
同士の憩いと癒しの場所となっています。

内容は、コラージュを主とする心理学の
描画療法の講座です。「難しい心理学の言
葉は使いませんが、大学なのでプラスアル
ファの知識を」という内容ですので興味を
お持ちの在学生（同窓会員を含む）は、ど
なたでもご参加いただけます。その他には、
ハート彩色や色彩分画法なども行なってい

ます。

コラージュ療法は、雑誌や広告などから
写真や絵などを切り抜き台紙に貼って一つ
の作品を創るというもので、このサロンで
は、聖学院大学大学院准教授の藤掛明先生
が始められた、はがき大の台紙を用いて行
なう「はがきコラージュ」を主に創ります。
コラージュは、作品の良し悪しではなく
「創りたい物を創る」という作成するプロ
セスを楽しむものです。テーマに沿って切
り抜かれた紙片を自分で選び出し、台紙の
上に自由にレイアウトして考えながら貼り
付けていく作業によって、自己の内面を自
ら振り返ることができます。自己表現が可
能になりますので不安や問題点を理解する
ことだけではなくて、自らが癒される効果
を得ることができます。時には、アンサー
コラージュという手法を用いることもあり
ます。ペアを組み、相手の方にインタビュー
をしながら応える形で作品を創りプレゼン
トするのですが、自分の思いを相手の方に
受け止めてもらい応援していただくことは
とても嬉しく、相手の方を通して作品を見
ることで自分では気付くことができなかっ
た発見があったりします。

作品が完成した後には、参加者全員で作
品の鑑賞会をして、分かち合いをします。
同じテーマでも、人によって様々な表現方
法があり、小さいハガキ大のスペースに込
められた参加された皆さんの様々な思いや
夢のストーリーには、毎回、刺激を受けて、
私も頑張ろうという元気をいただいていま
す。また、自分の作品に感想をいただける
と励みになります。

コラージュは、自分自身でも見えない心
や気持ちを映し出す鏡です。言葉では表現

しにくい情緒や願望などを、コラージュを
作成することで気持ちに整理がついたり、
うちに抱えている不安を解消したり感情を
開放することができます。また、無意識な
自己に気付くことで人との信頼関係を構築
するのにも役立ちます。完成した作品はと
ても愛おしく、その時にしかできない宝物
になります。私は、初回からの作品を保管
していますが、その時々の自分の気持ちを
思い返すことができて感慨深いものがあり
ます。

今回のテーマは、参加者で決めた「希望」
でした。オバマ大統領の広島訪問のあとで
したので平和についての作品や、希望とい
う名の列車の作品、個人的な希望の作品な
ど様々な作品を囲み、会話や笑いの絶えな
い楽しい時間を過ごすことができました。

難しいことはありません。サロンたかの
では、出来上がった作品を通して自分に気
付くことができて、疲れていたり、悩んで
いたりしていたのかということが解れば目
的は達成です。心理学をもっと勉強したい
方もただ癒されたいだけの方も是非、サロ
ンたかの～こころのオアシス～にお気軽に
ご参加ください。なお、次回は8月6日土曜
日です。

「心のオアシス－７」
～サロンたかの第1回～ 奈尾博子

７
月
の
単
位
認
定
試
験

実
施
は
22
日
か
ら

熊
本
地
震
災
害

義
援
金
へ
の
お
礼

＊募集期間

９月１日（木）～30日（金）

＊応募資格

放送大学の学生、

卒業生、教職員

＊投句数

一人につき、俳句・川柳各1句

＊優秀句の決定

フェスタ会場での投票

＊投票方法

投句者は自分の句には投票不可

＊投票期間

10月8日（土）～9日（日）正午

＊優秀句には賞品を授与

＊投句方法

①埼玉学習センター９Fロビー

に設置する投句箱に直接

②埼玉学習センター気付

フェスタ事務局宛に郵送で

③電子メールを利用

saitama_festa10@yahoo.co.jp

是非、是非、あなたの一句を！

第
２
学
期
の
科
目
登
録

８
月
30
日
本
部
必
着

平
成
28
年
度
第
２
学
期

学
生
募
集
の
開
始
時
期

学
生
研
修
旅
行

今
年
は
箱
根
方
面
へ

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

８
月
６
日
に
開
催

第10回埼玉フェスタ

俳句・川柳投句募集



★
8
月
20
日
（
土
）

・
後
期
活
動
計
画
の
作
成

９
月
活
動
計
画
検
討

★
８
月
28
日
（
日
）

・
公
開
講
演
会
13
時
～
16
時

「
真
田
丸
〜
豊
臣
と
徳
川
の

は
ざ
ま
で
〜
」

講
師
＝
堀

新

（
共
立
女
子
大
学
教
授
）

★
８
月
定
例
会
＆
勉
強
会

・
８
月
23
日
（
火
）
13
時
～

「
あ
な
た
は
ご
自
身
の
相
続

税
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま

し
た
か
？
」

南
袈
裟
雄

★
毎
週
火
曜
日

10
時
半
～
12
時
８
階
講
堂

８
月
は
23
日
、
30
日
（
夏

季
特
別
活
動
＝
参
加
費
は

１
回
に
つ
き
５
０
０
円

）

７
月
は
期
末
試
験
で
、
サ
ー

ク
ル
活
動
が
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
試
験
の
好
首
尾
を
祈

念
し
ま
す
。
次
号
も
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
（
冬
）
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サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

熟

年

会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

表題は新聞記事の見出しである、その要約は【20

20東京五輪・パラリンピックに向け東京都は6日、

中央区の浜離宮恩賜庭園内に明治期の迎賓施設［延

遼館えんりょうかん］を復元し、都の迎賓館として

整備すると発表した】｛読売新聞20150109｝事後、

浜離宮恩賜庭園（以下「浜離宮」と略称する）およ

び延遼館について記述する。

浜離宮の入り口に徒歩で近づくと特別名勝・特別

史跡と記載してある石柱が目につく、石柱に目もく

れず観光バスが停車し、多数の乗客が乗り降りして

いる。園長さんに多数の乗客の行き先を訊くと、園

内に咲いている花だけを観に来られる方が多いよう

ですとの答え。特別名勝・特別史跡の保守整備に心

を砕いている園長の心情を推察すると、気の毒な気

がする。

浜離宮は、汐入の池と二つの鴨場をもつ江戸時代

の大名庭園。汐入の池とは､海水を導き潮の干満に

よって池の趣を変えることを言う。この池は､寛永

時代（17世紀）までは、将軍家の鴨狩場で、当時は

一面の芦原だった。ここに初めて屋敷を建てたのは、

4代将軍家綱の弟綱成。承応3年（1654）綱成は将軍

からこの地を賜り、海を埋め立て甲府浜屋敷と呼ば

れる別邸を建てた。綱重の子供家宣（いえのぶ）は

6代将軍となり、その時にこの屋敷は将軍家のもの

となり、名称も浜御殿となった。以来、歴代将軍に

よって改修工事が行われ、11代将軍家斉のときに現

在の姿の庭園が完成した。明治時代に皇室の離宮と

なり名前も浜離宮となった。昭和20年11月東京都へ

下賜となり、浜離宮恩賜（都民の立場にたつと恩賜

である）庭園と称され現在に至る｡

延遼館は明治初期の迎賓館として、1869年（明治

2年）5月から1890年4月（明治23年）まで使用され

た。建物は北面して建てられ中央部に正面玄関をと

り、左右翼屋が前方に突出した凹型平面の建物であっ

た。身舎部分（翼屋以外の建物）は、前方（北側）

に廊下をとった片廊下式とし、南側に2列に部屋を

配置し､南面にベランダを設けた。両翼屋は中廊下

式でその両翼に室と便所・浴室を配置している。全

体の室数は24室あり、内部は廊下・室内とも絨毯敷

き、主要室には暖炉が設置されていた。延遼館が当

初石室と呼ばれたのは、外壁が石造りであったため

である。

浜離宮の時代区分は徳川将軍家時代、皇室の時代、

都民の時代に分けることが出来る。徳川将軍家時代

と皇室の時代の話題を紹介する。徳川将軍家時代に

8代将軍吉宗（就任33歳､在位29年、没68歳）は象と

いう動物をつれてまいれと部下に命じた。長崎にて

象を手に入れ、陸路を江戸へ移動。否が応でも人目

につき大評判となり､京の天皇が実物を観たいと仰

せだされた。当時、無位無冠の者は“お目見え”不

可能なので、象に｛從4位広南白象｝（從4位は大名

並の官位）の官位を呼称して、天皇のお目見えに供

した｡江戸到着後、将軍への披露を終えて、浜離宮

で飼育されることとなった。参考までに象の餌代は、

現代の相場で一日に約1.2万円、年間約430万円強で

ある。

皇室の時代には、1879年（明治12年）アメリカ合衆

国の第18代大統領・グラント将軍が世界周遊の途中

日本に立ち寄り、延遼館に1ヶ月ほど滞在した。そ

の滞在中に、明治天皇と国内外情勢について懇談し

た｡懇談場所は浜離宮中島の御茶屋であった。現在、

御茶屋に懇談の様子の絵を展示してあるが、気にと

める人は希である。

五輪迎賓館 浜離宮に
荒川良雄

う
ま
い
子
の
に
ぎ
り
し
め
た
る
緑
夜
か
な

由
美

新
緑
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
風
と
な
り

順

朝
市
の
浅
漬
胡
瓜
売
れ
に
売
れ

八
重
子

大
粒
の
籠
に
あ
ふ
る
る
山
桜
桃

厚
子

川
音
の
ふ
か
き
と
こ
ろ
や
山
法
師

保
子

串
刺
し
の
尾
鰭
に
塩
の
山
女
か
な

安
代

白
髪
と
な
り
て
十
薬
愛
で
て
を
り

と
く
江

連
綿
の
か
な
の
臨
書
や
緑
さ
す

光
娥

万
緑
の
染
み
入
る
膝
や
ピ
エ
タ
像

十
詩

新
緑
に
昭
和
の
匂
ふ
豆
腐
か
な

明
美

（
つ
み
草
）

第
２
木
曜
日
１
時
・

第
５
講
義
室
・

見
学
歓
迎

俳

句

浜
離
宮
中
島
の
御
茶
屋

投稿コーナー今
年
２
月
、
埼
玉
学
習
セ
ン

タ
ー
で
公
開
講
演
会
が
開
か
れ

た
。

演
題
「
林
竹
二
の
授
業
『
人
間

に
つ
い
て
』
を
め
ぐ
っ
て
」

講
師
は
十
文
字
学
園
女
子
大
学

の
横
須
賀
薫
学
長
で
あ
る
。

何
か
難
し
い
講
演
会
の
よ
う

な
印
象
を
受
け
た
の
で
、
少
し

迷
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
期

末
試
験
も
終
了
し
、
事
務
室
に

尋
ね
た
い
用
件
も
あ
っ
た
の
で

参
加
す
る
事
に
し
た
。
恥
ず
か

し
な
が
ら
「
林
竹
二
」
と
い
う

人
物
に
つ
い
て
は
全
く
知
ら
な

い
。
ど
ん
な
人
か
パ
ソ
コ
ン
で

調
べ
て
み
る
と
、
栃
木
県
出
身

の
哲
学
者
、
東
北
大
学
の
教
授

や
宮
城
教
育
大
学
の
学
長
な
ど

を
歴
任
し
、
昭
和
60
年
に
死
去

と
い
う
略
歴
が
判
っ
た
。
講
師

の
横
須
賀
先
生
も
宮
城
教
育
大

学
の
学
長
を
務
め
て
お
ら
れ
る
。

先
輩
に
当
た
る
教
育
者
と
し
て

の
林
さ
ん
に
つ
い
て
話
を
し
て

下
さ
っ
た
。

さ
て
、
最
近
は
多
く
の
講
師

が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
す

る
。
講
演
を
行
う
上
で
効
果
的

な
ソ
フ
ト
で
あ
る
事
に
異
論
は

な
い
が
、
そ
の
特
長
を
生
か
し
、

欠
点
を
カ
バ
ー
し
て
講
演
を
行
っ

て
い
る
人
は
少
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
る

文
字
が
小
さ
く
、
長
い
文
章
が

そ
の
ま
ま
表
示
さ
れ
て
い
る
。

最
前
列
に
座
っ
て
い
て
も
、
視

力
の
衰
え
て
き
た
私
に
は
読
め

な
い
。
配
ら
れ
た
資
料
は
後
で

読
む
事
に
し
て
、
講
師
の
話
を

聴
く
事
だ
け
に
専
念
し
た
。

講
演
の
予
定
時
間
の
半
分
く

ら
い
が
過
ぎ
た
頃
、
映
像
で
林

さ
ん
の
講
演
風
景
が
映
し
出
さ

れ
た
。
話
を
聴
く
子
ど
も
達
の

目
が
輝
い
て
い
る
。
哲
学
者
で

教
育
者
と
い
う
硬
い
イ
メ
ー
ジ

の
先
生
を
想
像
し
て
い
た
が
、

全
く
の
正
反
対
。
柔
和
で
に
こ

や
か
、
優
し
い
語
り
口
に
驚
い

た
。林

さ
ん
は
大
学
の
授
業
の
他

に
、
全
国
の
小
中
学
校
を
巡
回

し
て
生
徒
を
対
象
に
し
た
特
別

講
義
を
生
涯
に
300
回
も
行
っ
た

そ
う
だ
。
演
題
の
多
く
は
「
人

間
に
つ
い
て
」
で
、
約
60
％
を

占
め
て
い
た
と
い
う
。
人
間
が

人
間
と
し
て
成
長
す
る
た
め
に

は
、
ど
ん
な
事
を
心
得
、
行
動

す
る
べ
き
か
と
説
い
た
。
勉
強

し
ろ
勉
強
し
ろ
と
強
調
す
る
の

で
は
な
く
、
子
ど
も
は
子
ど
も

な
り
に
な
ぜ
学
問
を
し
な
け
れ

ば
立
派
な
人
間
に
な
れ
な
い
か

を
考
え
さ
せ
、
行
動
を
促
す
よ

う
な
話
を
し
た
。
よ
く
例
え
話

を
し
た
そ
う
で
あ
る
。

代
表
的
な
話
は
、
「
狼
に
育

て
ら
れ
た
子
、
カ
マ
ラ
と
ア
マ

ラ
」
、
「
ビ
ー
バ
ー
の
ダ
ム
づ

く
り
」
「
ケ
ー
ラ
ー
の
実
験
」

だ
っ
た
。
に
こ
や
か
に
生
徒
へ

話
し
か
け
、
時
に
は
質
問
を
投

げ
か
け
て
考
え
さ
せ
る
。
答
え

を
根
気
よ
く
待
つ
。
質
問
に
対

し
て
肯
定
的
な
答
え
で
あ
っ
て

も
、
否
定
的
な
答
え
で
あ
っ
て

も
、
叱
っ
た
り
責
め
た
り
は
し

な
い
。
優
し
く
受
け
止
め
る
。

な
ぜ
そ
の
よ
う
に
思
う
の
か
、

幼
い
子
ど
も
の
思
考
の
過
程
を

尊
重
す
る
態
度
を
貫
い
た
。

そ
し
て
、
講
演
の
後
で
は
感

想
文
を
書
か
せ
た
。
そ
れ
が
後

日
、
林
さ
ん
の
元
へ
送
ら
れ
て

く
る
。
総
じ
て
、
子
ど
も
達
の

反
応
は
好
評
で
あ
っ
た
。
一
方
、

先
生
方
や
父
兄
の
評
価
は
低
か
っ

た
。
ま
た
、
進
学
優
先
の
有
名

校
で
は
、
評
判
は
芳
し
く
な
か
っ

た
。
林
さ
ん
の
話
は
人
間
の
成

長
を
促
す
事
を
主
眼
と
し
て
お

り
、
受
験
勉
強
と
は
縁
遠
い
も

の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
林
さ

ん
も
次
第
に
受
験
優
先
の
学
校

に
は
行
か
な
く
な
っ
た
。
沖
縄

や
東
北
の
昔
な
が
ら
の
気
風
の

残
る
学
校
を
訪
ね
て
、
講
演
を

続
け
た
。

昭
和
60
年
に
林
さ
ん
が
亡
く

な
っ
た
事
が
新
聞
で
報
じ
ら
れ

た
時
、
一
人
の
少
女
が
東
京
か

ら
仙
台
の
葬
儀
場
に
駆
け
つ
け

た
。
そ
の
少
女
が
林
さ
ん
の
話

を
聴
い
た
の
は
た
だ
１
度
だ
け
。

そ
の
時
の
感
動
が
忘
れ
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
、
矢
も
楯
も
た
ま

ら
ず
出
か
け
て
い
っ
た
。
葬
儀

と
い
う
も
の
に
参
列
す
る
の
も

初
め
て
の
事
。
ど
う
挨
拶
し
た

ら
良
い
か
も
知
ら
な
か
っ
た
。

少
女
が
来
て
く
れ
た
事
を
知
っ

た
未
亡
人
は
少
女
を
案
内
し
て

故
人
に
対
面
し
て
も
ら
っ
た
。

静
か
に
眠
る
林
さ
ん
が
そ
こ
に

い
た
。
そ
の
後
、
そ
の
少
女
は

教
師
の
道
に
進
ん
だ
と
い
う
。

林
さ
ん
は
学
校
で
の
講
演
活

動
の
他
に
、
足
尾
銅
山
鉱
毒
事

件
と
闘
っ
た
田
中
正
造
の
研
究

で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
体
制
に

譲
歩
し
、
妥
協
し
た
の
で
は
な

い
と
思
う
。
体
制
の
中
で
も
な

お
、
教
育
の
理
想
を
追
求
し
、

実
践
し
た
か
っ
た
か
ら
で
は
な

か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
晩
年
は

幼
い
子
ど
も
の
教
育
に
情
熱
を

注
い
だ
。
心
優
し
く
、
次
の
世

代
を
担
う
若
者
を
育
て
た
い
と

い
う
気
持
ち
や
、
自
ら
の
理
想

を
具
体
的
に
実
践
す
る
林
さ
ん

の
姿
勢
に
心
惹
か
れ
る
。

放
送
大
学
に
入
り
、
今
回
の

話
を
聴
く
事
が
な
け
れ
ば
、
林

さ
ん
の
事
を
知
る
事
も
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
今
、
林
さ
ん
の

著
書
を
実
際
に
読
ん
で
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

銀
色
の
日

大々
西

亮

「
林
竹
二
と
い
う
人
」

汐
留
の
オ
フ
ィ
ス
街
と
浜
離
宮

今
後
の
予
定

④
８
月
27
日
（
土
）

「
室
内
楽
の
独
特
の
情
緒
」

―
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
、

ブ
ラ
ー
ム
ス
、
フ
ラ
ン
ク
、
他
―

⑤
９
月
15
日
（
木
）

「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
響
き
と
輝
き
」

―
マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲
と
歌
曲
―

⑥
10
月
20
日
（
木
）

「
宗
教
曲
の
真
実
」

―
バ
ッ
ハ
、

ベ
ル
ゴ
レ
ー
ジ
、
他
―

平
成
28
年
度
「
サ
ロ
ン
し
ぶ
や
」

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
魅
力
」

講
師
＝
渋
谷
治
美
所
長

14
時
～
16
時

定
員
60
名

♪
後
半
30
分
は
対
話
の
時
間
で
す
。

８月７日（日）
14:00～16:00

講師：石川有三
（元気象庁地磁気

観測所所長）

埼玉学習センター ８Ｆ

定員：150名（参加無料）

４月に発生した熊本県・

大分県に大きな被害をもた

らした熊本地震は内陸直下

を震源としていました。

一方、５年前の３.１１地

震はプレート境界型地震で

した。

このように地震にはいく

つかの型があります。それ

らの地震の特徴を解説し、

埼玉県や関東地方で被害が

出る恐れのある地震につい

て説明をします。

一般公開講演会

《正しく怖がる》第1回

「地震について

－熊本地震などから－」

９
月
６
日
（
火
）

13
時
半
～
16
時

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

９
階

第
１
講
義
室

講
演
『
画
家
は
何
を

描
く
の
か
』
（
仮
）

講
師

小
澤
基
弘
先
生

交
流
会

詳
細
掲
示
板

学
生
交
流
の
ご
案
内

む
ぎ
の
会


